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論 文 内 容 の 要 旨 
 
 本研究の目的は、下層労働者を囲い込む労務管理のシステムである「飯場」の実態を明らかにし、飯場を通
して現代日本における下層労働者の排除の構造とメカニズムを明らかにするところにある。戦後、飯場は「封
建遺制」として根絶が試みられたが、今日に至るまで、労働条件が悪く、労働者を集めにくい仕事につく労働
者を集めるための一種の「装置」として機能し続けている。戦後日本の建設産業では、下層労働力の担い手と
して農村出稼ぎ労働者や寄せ場労働者が多く動員され、その確保には飯場が大きな役割を果たしてきた。1990
年代以降の動向から建設労働市場の変容が議論されるなかで、飯場や現場労働の実態に注目が高まった。本研
究では、飯場の実態とその労働の実態を明らかにするために、飯場での労働と生活を通した参与観察調査を行
なった。飯場や建設労働の実態を明らかにすることに加えて、本研究では、排除という観点から飯場労働者た
ちの日常的実践を読み解くことを課題とした。寄せ場研究（都市下層研究）が明らかにしてきたマクロな排除
の構造とのすり合せを念頭に、飯場労働者の相互行為と意味づけを手がかりに、排除に動員されるイデオロギ
ーとカテゴリカルな排除のプロセスの解明に取り組んだ。 
 1990年代後半以降の建設市場縮小傾向の下で起こった下請間の競争の激化は、末端の下層労働部分を担って
いた業者が上昇するための格好の機会だったと考えられる。かつては人夫出し飯場だったような末端の業者が、
何かのきっかけでゼネコンとのコネを得て、コストカットを武器に上層に食い込んでいった、あるいは食い込
んでいきつつあるといった構図が見られた。これらの知見をもとに、今後はより広い範囲での実態解明を進展
させることが必要である。矛盾を抱えた状況の中で労働者を働かせるためには、排除のメカニズムが必要とな
る。コストカットの帳尻合わせは現場の労働者たちに押しつけられ、労働者のあいだで排除が実践されること
で現場労働が成り立っている。排除行為は、外部から見ているだけでは気づかれにくく、内部の人間からも告
発が困難な領域であり、その不当性を告発する根拠も未整備であるため、問題は潜在化したまま深刻度を増し
ていく。排除という視点を理論的に発展させ、この視点からでなければ見過ごされてしまうような事態の広が
りをとらえていくことは、現代社会において大きな課題となっていくはずである。 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本論文の目的は、下層労働者の労務管理システムといいうる「飯場」の労働実態を明らかにし、その相互作
用水準での分析を通して、現代日本における下層労働者の排除の構造とメカニズムを同時に解明しようとする
点にある。採用された方法は、基本的に自らが飯場に労働者として参入し、ほぼ 10年近くの間に断続的に行っ
てきたフィールドワークに基づいた参与観察である。全８章からなる論文は、当該研究の意義をマクロの都市
下層労働市場研究、ミクロの生活構造・生活世界研究という下層労働研究の２系列との差異化に求めた序章に、
１)飯場の類型、飯場における人的配置、労働スケジュール、労働内容の詳細な分類、労働規範等を詳細かつ実
証的に記述した前半部全４章と、２）社会的排除論のフレームを基軸に、労働実態に含まれる多様な行動様式
を労働文化、労働規範と関連づけつつ、経営者と労働者間・寄せ場労働者と一般労働者間および飯場労働者内
部間の排除過程を明らかにした後半部全４章が続くという構成をとっている。                       
 本論文の独創性は大別して２点挙げられる。まず「飯場」というフィールドを対象とした初の本格的な経験
的実証研究である点である。寄せ場研究の蓄積はすでに積まれてきてはいるものの、寄せ場と密接に関係する
「飯場」の労働実態をここまで詳細に経験的に明らかにした先行研究はなく、学術的・実践的な意味において
の貢献度は高い。また相互行為水準での飯場労働者の行動様式・労働規範の具体的現実を明確に提示した点、
さらに飯場労働者内部での排除と選別過程を明示した点は、労働社会学の視点からみても評価に値するものと
いえる。飯場類型設定の妥当性、比較基準・項目等の体系性などに関して、また得られたデータの解釈につい
てさらなる精緻化が要請されうる余地があるとはいえ、総じて飯場労働の実態解明、および排除の構造とメカ
ニズムの解明という目的は達成されたと判断できる。本論文は、飯場を対象とした最初の包括的な社会学的フ
ィールドワーク研究として、下層労働研究、労働社会学研究の分野において重要な貢献をなしたものと認めら
れる。   
   
 
 
 
 
 
 
 
 
